

















Expansion of Tax Base on Corporate Tax: Influences From the IFRS 




2. 我が国における IFRS導入等の議論 
 2.1 会計制度の多線化と法人税法の課税所得への影響 
 2.2 2つの会計観と企業会計の変容 
 2.3 会計制度間の乖離 
3. 法人税法における課税ベースの拡大とその意義 
 3.1 利益概念の差異による影響 
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会計課題 企業の富（豊かさ）の把握 企業活動の効率性の把握 
利益計算方式 期末純資産－期首純資産 収益－費用 
財務諸表要素 資産・負債を中心に定義 収益・費用を中心に定義 





費用収益の対応 資産・負債の副次的把握手段 会計の中心的手続き 
利益概念 包括利益 純利益 
















 2.3 会計制度間の乖離 
 この企業会計の変容に基づく企業会計と法人税法の乖離とは異なる動きが生じてい
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